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一
．
百
条
調
査
特
別
委
員
会

⑴

証
人
尋
問
を
実
施

市
の
公
共
施
設
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
た
２
度
の
音

楽
フ
ェ
ス
に
対
し
て
、
市
が
法
令
を
逸
脱
し
て
公
共
施

設
を
貸
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
か
ら
、
地
方

自
治
法
第
百
条
に
基
づ
き
、
12
月
定
例
会
で
「
市
有
公

共
用
地
貸
借
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
＝
百
条
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

関
係
資
料
を
調
査
確
認
し
、
市
長
以
下
関
係
職
員
の

証
人
尋
問
を
行
い
ま
し
た
。

⑵

不
適
切
な
事
務
の
数
々
が
明
ら
か
に

10
回
に
わ
た
る
調
査
特
別
委
員
会
で

明
ら
か
に
な
っ
た
不
適
切
な
事
務
処
理

の
内
容
を
取
り
ま
と
め
た
調
査
報
告
書

を
、
６
月
定
例
会
最
終
日
に
議
会
に
提

出
し
、
百
条
調
査
特
別
委
員
会
は
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

石
岡
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
調
査
報
告
書
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

報
告
書
で
指
摘
し
た
主
な
問
題
点
を
記
し
ま
す
。

①
後
援
名
義
許
可
理
由
の
根
拠
法
令
解
釈
の
間
違
い

②
市
長
後
援
名
義
の
許
可
が
、
施
設
使
用
の
許
可
判
断

に
影
響
を
与
え
て
い
た
点

③
八
郷
運
動
公
園
使
用
料
算
定
の
間
違
い

④
使
用
料
減
免
申
請
書
未
提
出
の
中
で
の
減
免
許
可

⑤
同
公
園
使
用
許
可
書
を
施
設
利
用
者
へ
未
交
付

⑥
同
公
園
夜
間
照
明
修
繕
工
事
を
寄
付
と
称
し
て
施
設

使
用
者
（
民
間
事
業
者
）
に
委
ね
た
判
断

⑦
同
公
園
夜
間
照
明
修
繕
に
お
け
る
違
法
な
会
計
処
理

⑧
同
公
園
日
報
が
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い
な
い
点

⑨
イ
ベ
ン
ト
の
報
告
書
（
問
題
情
報
）
を
口
頭
報
告
と

し
、
関
連
部
署
と
共
有
し
て
い
な
か
っ
た
点

調
査
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
た
多
数
の
不
適
切
な
事
務

に
つ
い
て
、
執
行
部
と
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、

再
発
防
止
対
策
を
取
る
の
か
注
目
さ
れ
ま
す
。

参議院選挙では、自民党が大きく議席を減らし不安定な政権

運営が続いています。政治家の裏金問題等の嘘やごまかしで批

判を浴び、議席を減らした自民党。その原因を作った議員が石

破総理に対して、大敗した選挙の責任を取るよう退陣を迫り、

さらに批判を浴びています。

地方行政に目を向けると、兵庫県の斎藤知事の内部告発つぶ

しと職員の自殺を調査した百条委員会の指摘について、知事は

「真摯に受け止める」と言いながらも、非は認めていません。

伊東市では、田久保市長の経歴詐称、卒業証書偽造問題を調

査する百条委員会が設置されましたが、市長は関係書類の提出

と証人喚問を拒否。抗議の電話が市役所に殺到する事態となっ

ています。政治家の嘘や裏切り行為に注目が集まっています。

石岡市議会では、議員任期の半分を経過した６月議会最終日

に常任委員会の改選が行われ、私は産業建設委員会所属となり

ました。道路・上下水道・農業・商業・環境・市民活動等の分

野を担当します。市民生活に密着した分野ですので、気を引き

締めて委員会の調査と審議に取り組んで参ります。

猛暑が続いています。どうかくれぐれも水分補給を怠らず、

熱中症に注意して、お過ごしください。

石岡市議会議員
輝く未来を子どもたちへ

S A K U R A I           S H I G E R U



事
業
化
よ
り
30
年
が
た
つ
中
で
、
開
通
に
よ

り
渋
滞
解
消
地
域
の
活
性
化
と
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き

整
備
促
進
と
予
算
確
保
を
要
望
し
て
い
く
。

社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た
条
例
改
正
に
向
け
、

近
隣
市
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
根
拠
が
明
確
で
は
無
い
。
年
度
内
改

正
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

石
岡
市
は
交
通
の
要
衝
地
と
し
て
発
展
し
、
多
く
の

道
路
整
備
が
予
定
さ
れ
る
一
方
で
、
思
う
よ
う
に
進
捗

し
て
い
ま
せ
ん
。
貝
地
・
高
浜
線
及
び
国
道
６
号
バ
イ

パ
ス
の
整
備
進
捗
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

➀
貝
地
・
高
浜
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
伺
う

全
体
計
画
の
概
要
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
今
後
の
整
備
促
進
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

②
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
伺
う

６
号
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
さ
ら

に
課
題
解
決
に
向
け
て
の
取
組
み
状
況
と
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

国
道
６
号
の
国
府
４
丁
目
交
差
点
か
ら
山
王

川
・
日
の
出
橋
付
近
ま
で
の
都
市
計
画
道
路
。

旧
高
浜
小
学
校
付
近
か
ら
日
の
出
橋
ま
で
の

約
８
百
ｍ
を
優
先
し
て
整
備
。
常
磐
線
を
超
え
る
跨
線

橋
は
、
整
備
計
画
の
策
定
時
期
を
判
断
し
て
い
く
。

部長

①
条
例
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う

条
例
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
受

 
 
 
 
 
 
 
 

け
止
め
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を

 
 
 
 
 
 
 
 

期
待
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
適
正
な
運
用
管

理
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴

条
例
の
適
正
な
運
営
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
で
は
、
一
定
程
度
履
行
さ
れ

て
い
る
。
本
庁
舎
方
式
は
、
庁
舎
ス
ペ
ー
ス

の
課
題
等
で
実
現
で
き
て
い
な
い
。

部長

二
．
６
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問

条
例
の
適
切
な
運
用
に
よ
り
、
適
切
な
市
政

運
営
や
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
な
さ
れ
る
。

運
用
管
理
は
、
条
例
の
改
正
や
廃
止
が
あ
り
、

条
例
の
担
当
部
局
の
判
断
で
議
会
に
提
案
し
て
い
る
。

部長

②
都
市
公
園
条
例
に
の
改
正
に
つ
い
て
伺
う

石
岡
駅
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
の
使
用
料
規

定
が
50
年
前
の
ま
ま
で
あ
り
、
市
長
は
「
見

直
す
」
と
答
弁
し
た
が
、
改
正
時
期
を
伺
う
。

様
々
な
課
題
が
あ
り
、
６
号
バ
イ
パ
ス
の
進

捗
状
況
や
高
浜
駅
の
活
用
等
、
方
向
性
を
見

定
め
財
源
確
保
を
図
る
た
め
国
へ
の
要
望
を
行
う
。

市長

部長

条
例
は
時
代
に
即
し
た
内
容
で
あ
る
必
要
が

あ
る
。
都
市
公
園
条
例
と
八
郷
運
動
公
園
関

係
条
例
の
速
や
か
な
改
正
に
向
け
指
示
す
る
。

市長

本
庁
舎
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
が
あ
り
本
庁
舎
方

式
は
実
現
で
き
て
い
な
い
。
議
員
提
案
の
よ

う
に
組
織
の
距
離
的
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
で
、
適
正

化
が
図
れ
る
部
分
も
多
い
と
考
え
て
お
り
、
様
々
な
方

策
で
解
決
策
を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

市長

➀
合
併
協
定
に
つ
い
て
伺
う

今
年
で
合
併
20
年
と
な
り
ま
す
が
、
合
併
協

定
の
内
容
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
確
認

で
き
な
い
理
由
を
伺
う
。

⑶

道
路
整
備
に
つ
い
て

令
和
７
年
３
月
末
時
点
で
用
地
取
得
が
99
％
、

事
業
費
ベ
ー
ス
の
進
捗
率
が
75
％
。
市
川
地

区
の
改
良
工
事
の
ほ
か
、
橋
梁
上
部
工
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。
中
津
川
地
区
で
地
権
者
と
の
用

地
交
渉
が
難
航
中
で
す
。
国
で
は
開
通
時
期
を
示
し
て

お
ら
ず
、
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

部長

⑵

合
併
協
定
の
履
行
に
つ
い
て

③
八
郷
運
動
公
園
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
伺
う

八
郷
運
動
公
園
は
、
３
つ
の
条
例
で
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
。
管
理
す
る
上
で
わ
か
り
づ

ら
い
が
、
一
本
化
の
考
え
を
伺
う
。

年
数
も
経
過
し
て
お
り
国
庫
補
助
等
の
制
約

は
無
い
と
考
え
る
。
今
後
速
や
か
に
条
例
の

一
本
化
を
進
め
た
い
。

部長

協
定
項
目
は
掲
載
し
て
い
な
い
。
新
市
と
な

り
、
協
定
に
基
づ
く
新
市
建
設
計
画
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
協
定
の
掲
載

は
検
討
し
た
い
。

部長

②
合
併
協
定
が
実
現
で
き
な
い
理
由
を
伺
う

合
併
協
定
44
項
目
の
履
行
状
況
に
つ
い
て
、

実
現
で
き
た
も
の
と
実
現
で
き
て
い
な
い
も

の
を
伺
う
。

基
本
的
に
は
全
項
目
が
履
行
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
本
庁
舎
に
全
て

の
行
政
機
能
を
集
中
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で

の
本
庁
舎
方
式
は
実
現
で
き
て
い
な
い
。

部長

③
本
庁
舎
方
式
に
向
け
た
考
え
を
伺
う

44
項
目
を
履
行
と
あ
り
ま
す
が
、
グ
レ
ー
な

も
の
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
庁
舎
方

式
が
実
現
で
き
て
い
な
い
理
由
を
伺
う
。

再
質
問

こ
こ
数
年
、
教
育
委
員
会
の
不
適
切
な
事
務

が
目
立
っ
て
お
り
、
総
務
部
門
や
市
長
へ
の

報
告
・
連
絡
・
相
談
が
機
能
し
て
い
な
い
。

同
じ
庁
舎
内
に
あ
る
こ
と
で
損
失
を
減
ら
す

政
治
判
断
を
す
る
時
期
に
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

提

言

バ
イ
パ
ス
開
通
に
向
け
て
光
が
見
え
る
話
が

出
る
と
期
待
し
ま
し
た
が
・
・
・
。
道
路
整

備
に
向
け
て
は
、
地
域
の
方
々
の
声
を
丁
寧

に
拾
っ
て
、
事
業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

④
市
長
の
認
識
を
伺
う

都
市
公
園
条
例
の
改
正
と
八
郷
運
動
公
園
関

係
条
例
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
指

示
や
進
行
管
理
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

市長



ふ
れ
あ
い
の
里
敷
地
内
へ
の
建
設
は
、
面
積
の
関
係

で
難
し
く
、

北
側
に
隣
接

す
る
梨
畑
が

適
地
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、

進
入
路
を
別

に
確
保
す
る

必
要
性
が
あ

り
、
北
側
に

伸
び
る
市
道

を
拡
幅
整
備

し
、
施
設
へ

の
進
入
路
と

し
ま
す
。

８
月
20
日
、
旧
石
岡
有
料
道
路
と
国
道
６
号
の
交
差

点
か
ら
中
津
川
地
内
の
平
和
橋
北
側
交
差
点
を
結
ぶ
、

県
道
飯
岡
石
岡
線
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
ま
し
た
。

延
長
２
．
３
ｋ
ｍ
区
間
を
県
道
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、

平
成
９
年
度
か
ら
茨
城
県
が
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

国
道
６
号
・
恋
瀬
橋
付
近
は
県
内
有
数
の
渋
滞
エ
リ

ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
渋
滞
解
消
に
向
け
た
国
道
６
号

バ
イ
パ
ス
の
完
成
は
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
ま
せ
ん
。

こ
の
度
、
県
道
飯
岡
石
岡
線
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る

こ
と
で
、
６
号
国
道
を
通
ら
ず
に
、
三
村
・
千
代
田
広

域
農
免
道
路
を
経
由
し
土
浦
の
国
体
道
路
に
接
続
さ
れ

ま
す
。
渋
滞
緩
和
と
と
も
に
、
高
浜
・
三
村
・
関
川
方

面
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
改
善
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

９
月
27
日
、
石
岡
市
と
桜
川

市
を
結
ぶ
上
曽
ト
ン
ネ
ル
が
開

通
し
ま
す
。
た
だ
し
、
八
郷
総

合
支
所
脇
を
通
る
神
林
・
上
曽

線
（
ア
ク
セ
ス
道
路
）
は
、
買

収
用
地
の
相
続
未
登
記
等
が
解

決
せ
ず
、
路
線
整
備
が
終
了
し

て
い
ま
せ
ん
。

ト
ン
ネ
ル
開
通
時
に
ア
ク
セ

ス
道
路
の
拡
幅
や
交
差
点
改
良

が
終
了
で
き
て
い
な
い
事
か
ら
、
大
型
車
両
通
行
に
お

け
る
地
域
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
石
岡
警
察
署

と
の
協
議
を
重
ね
、
大
型
車
両
等
は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

脇
交
差
点
か
ら
、
ふ
る
さ
と
農
道
を
利
用
し
て
県
畜
産

セ
ン
タ
ー
、
常
陸
風
土
記
の
丘
脇
に
抜
け
る
迂
回
路
通

行
を
お
願
い
す
る
方
針
と
な
り
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
工
期
を
１
年
延
長
し
、
令
和
８

年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

三
．
幹
線
道
路
の
開
通

⑵

県
道
飯
岡
石
岡
線
バ
イ
パ
ス
開
通

⑴

上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

四
．
市
民
ホ
ー
ル
整
備
事
業

建
設
用
地
を
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
、
６
月
定
例
会

に
補
正
予
算
案
１
億
５
千
万
円
が
提
案
さ
れ
可
決
。

内
容
は
、
基
本
設
計
委
託
料
・
約
１
億
１
千
万
円
、

測
量
調
査
委
託
料
・
約
２
千
75
万
円
、
地
質
調
査
委
託

料
・
約
１
千
９
百
万
円
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
評
価
委
員
報

償
60
万
円
か
ら
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
、
こ
れ

ま
で
積
み
立
て
て
き
た
基
金
か
ら
充
当
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令
和
７
年
度
及
び
８
年

度
で
基
本
設
計
、
続
い
て
実
施
設
計
業
務
を
進
め
、
並

行
し
て
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
、
そ
の
後
本
体
工
事
を
予

定
し
、
竣
工
は
合
併
特
例
債
期
限
で
あ
る
令
和
12
年
度

末
を
目
指
す
事
に
な
り
ま
す
。

概
算
事
業
費
78
億
円
と
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

近
年
の
物
価
上
昇
に
よ
り
全
国
各
地
の
公
共
施
設
で
入

札
不
調
が
報
告
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
事
業
費
は
百
億

円
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

財
源
と
し
て
は
、
国
交
省
が
所
管
す
る
都
市
構
造
再

編
集
中
支
援
事
業
交
付
金
（
50
％
）
、
合
併
特
例
債
、

基
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
設
費
が
膨
ら

む
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
補
助
枠
を
超
え
れ
ば
自
主
財

源
で
補
う
事
に
な
り
、
４
年
間
に
わ
た
る
候
補
地
選
定

に
お
け
る
時
間
的
浪
費
が
悔
や
ま
れ
る
所
と
な
り
ま
す
。

⑴

補
正
予
算
案
を
可
決

⑵

財
源
の
確
保

市
民
ホ
ー
ル
の
運
営
は
民
間
事
業
者
へ
の
管
理
委
託

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
お
い
て
、
利
用
計

画
や
維
持
管
理
の
具
体
的
な
説
明
・
議
論
は
深
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。
多
く
の
利
用
者
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
施

設
は
活
き
ま
す
の
で
、
他
市
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

利
活
用
計
画
及
び
維
持
管
理
の
実
績
を
持
つ
会
社
の
調

査
等
、
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶

施
設
の
運
用
計
画

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
健
康
管
理
に
お
け
る
中

核
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
に
よ
り
、

石
岡
地
区
と
八
郷
地
区
の
２
か
所
に
保
健
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
施
設

の
更
新
に
つ
い
て
検
討
・
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
統

合
新
設
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に
場
所
の
選
定
が
行
わ
れ
、

石
岡
地
区
と
八
郷
地
区
の
中
間
と
も
い
え
る
「
ふ
れ
あ

い
の
里
」
隣
接
地
が
候
補
地
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
地

権
者
と
の
協
議
に
加
え
、
租
税
特
別
措
置
法
適
用
に
向

け
て
税
務
署
と
の
協
議
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。

敷
地
の
購
入
予
定
額
は
約
３
千
万
円
。
用
地
取
得
後

た
だ
ち
に
設
計
委
託
を
行
い
、
建
築
工
事
（
約
12
億
２

千
万
円
を
見
込
む
）
に
着
手
し
、
令
和
９
年
４
月
オ
ー

プ
ン
を
目
指
す
事
に
な
り
ま
す
。

五
．
石
岡
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

⑴

建
設
ま
で
の
予
定

⑵

進
入
路
は
北
側



八
．
八
郷
地
区
水
道
の
状
況
に
つ
い
て

⑴

第
３
回
定
例
会

児
童
生
徒
の
減
少
に
伴
い
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
南
小
学
校
・
高
浜
小
・
三
村
小
・
関

川
小
が
統
合
さ
れ
、
南
小
学
校
と
し
て
子
供
た
ち
が
学

ん
で
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
柿
岡
中
と
八
郷
南
中
が

統
合
さ
れ
八
郷
中
に
。
石
岡
中
と
城
南
中
が
統
合
さ
れ

石
岡
中
学
校
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
８
月
、
石
岡
市
小
中
学
校
統
合
計
画
審
議

会
か
ら
市
内
小
学
校
の
適
正
配
置
・
統
合
再
編
に
つ
い

て
答
申
が
提
出
さ
れ
、
今
年
１
月
に
小
中
学
校
統
合
再

編
計
画
を
改
定
し
て
い
ま
す
。
統
合
の
枠
組
と
し
て
、

瓦
会
小
・
恋
瀬
小
・
葦
穂
小
・
吉
生
小
・
柿
岡
小
・
小

幡
小
・
小
桜
小
の
８
つ
の
小
学
校
を
統
合
し
、
令
和
13

年
４
月
に
八
郷
中
学
校
と
の
小
中
一
貫
校
の
設
置
を
目

指
す
方
針
が
固
ま
り
ま
し
た
。

月 日 曜日 会 議

8月26日 火 開会、議案上程

27日～31日：休会

9月 1日 月 一般質問

2日 火 一般質問

3日 水 一般質問

4日 木 議案質疑

5日 金 文教厚生委員会

6日～7日：休会

8日 月 総務企画委員会

9日 火 産業建設委員会

10日 水 議会運営委員会

11日 木 委員長報告､採決､閉会

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
８
月
19
日
告
示
、
８
月

26
日
開
会
、
９
月
11
日
閉
会
と
な
り
ま
す
。

会
議
は
全
て
午
前
10
時
開
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵

売
却
に
よ
り
市
の
利
益
を
確
保

民
間
へ
の
売
却
条
件
と
し
て

①
温
泉
・
観
光
施
設
と
し
て
今
後
10
年
以
上
事
業
展
開

②
原
則
、
新
た
に
市
の
財
政
負
担
を
伴
わ
な
い
事
等
を

条
件
に
民
間
企
業
の
選
定

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

仮
に
民
間
に
売
却
し
た

場
合
の
コ
ス
ト
を
計
算
す

る
と
、
入
湯
税
を
除
き
、

永
続
的
に
年
間
約
２
千
３

百
万
円
の
効
果
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
資
産
と
負
債
を

相
殺
し
約
８
千
万
円
超
の

残
額
も
出
ま
す
の
で
、
有

効
に
活
用
さ
れ
る
事
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
．
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷

⑴

民
間
活
力
の
導
入
に
向
け
売
却
を
検
討

⑵

候
補
地
の
選
定
と
基
本
構
想
策
定

八
郷
中
学
校
と
の
小
中
一
貫
校
を
目
指
す
方
針
に
基

づ
き
、
統
合
小
学
校
の
建
設
地
は
八
郷
中
に
隣
接
し
て

い
る
用
地
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
校
舎
建
設
候
補
地
と
し
て
八
郷
中
の
東
西
南
北
に
４

つ
の
候
補
地
を
設
定
。
諸
々
の
条
件
を
比
較
検
討
し
た

結
果
、
東
側
隣
接
地
（
１
万
８
千
㎡
）
が
最
も
望
ま
し

い
と
い
う
事
に
決
定
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
児
童
保
護
者
等
へ
の
説
明
会
を

実
施
し
、
地
権
者
へ
の
説
明
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
14
日
に
基
本
構
想
策
定
委
託
業
務
契
約
を
業
者

と
締
結
し
て
お
り
、
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
令
和
８
年
３
月
末
ま
で

に
基
本
構
想
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
令
和
８
年
年
明
け

か
ら
は
用
地
測
量
と
不
動
産
鑑
定
に
着
手
予
定
で
す
。

７
年
度
か
ら
９
年
度
に
か
け
て
設
計
業
務
、
９
年
度

か
ら
12
年
度
は
造
成
・
建
設
工
事
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

六
．
八
郷
地
区
統
合
小
学
校
基
本
構
想

⑴

小
中
学
校
統
合
計
画
審
議
会
か
ら
の
答
申

や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
は
、
地

域
活
性
化
と
住
民
福
祉
の
増
進
を

目
的
に
旧
八
郷
町
が
平
成
12
年
に

設
置
し
た
天
然
温
泉
施
設
で
す
。

管
理
運
営
は
指
定
管
理
者
制
度

を
活
用
、
や
さ
と
農
業
協
同
組
合

へ
無
料
で
委
託
し
て
き
ま
し
た
。

建
物
や
設
備
は
市
の
所
有
で
す
の

で
、
修
繕
経
費
は
市
が
負
担
。
市

は
、
温
泉
利
用
者
か
ら
入
湯
税
収

入
の
み
を
得
て
い
る
状
況
で
す
。

指
定
管
理
契
約
が
令
和
８
年
３

月
末
で
満
了
す
る
こ
と
を
受
け
て
、
多
く
の
利
用
者
が

見
込
め
る
施
設
で
あ
り
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
更

な
る
魅
力
向
上
と
周
辺
観
光
の
活
性
化
を
目
的
に
、
民

間
企
業
へ
の
施
設
売
却
を
調
査
検
討
し
て
い
ま
す
。

◎コスト分析
１．資産と負債

①資産：基金残高 172,271千円
②負債：地方債残高 81,900千円
今後の登記・測量 7,000千円

２．資産譲渡による効果（年平均）
① 入湯税 18,000千円
② 修繕費用の減 20.450千円
③ 人件費の減 1,000千円
④ 固定資産税の増 1,450千円

九
．
議
会
日
程

８
月
５
日
開
催
の
産
業
建
設
委
員
会
に
お
い
て
、
八

郷
地
区
の
水
道
の
厳
し
い
現
状
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
（
浄
水
場
は
中
央
・
下
林
・
山
崎
・
園
部
）

カ
ラ
梅
雨
に
よ
り
、
水
源
で
あ
る
井
戸
か
ら
の
取
水

量
が
少
な
く
、
連
日
の
猛
暑
に
よ
る
水
道
使
用
量
の
増

加
等
を
受
け
て
、
中
央
浄
水
場
の
水
槽
の
水
位
が
、
通

常
は
２
．
４
ｍ
～
３
．
２
ｍ
で
あ
る
と
こ
ろ
、
１
．
３

ｍ
に
低
下
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。
０
．
３
ｍ
を
下
回

る
と
渇
水
ラ
イ
ン
と
な
る
た
め
、
水
量
確
保
に
向
け
て

連
日
の
よ
う
に
山
崎
浄
水
場
と
下
林
浄
水
場
か
ら
給
水

車
等
を
利
用
し
、
中
央
浄
水
場
に
約
７
０
ｔ
の
水
を
運

び
入
れ
て
い
ま
す
。
慈
雨
が
降
る
事
を
期
待
し
つ
つ
、

節
水
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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